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論 文

内

容要

旨

緒 自

 悪性腫瘍に伴う貧血に関し,その発生機序を扱った実験的研究は数多いが,これを臨床的に.,蒋

 に腫瘍の進展過程と関連して検討した報告は少く,この点については不明な、点も少くない.駒は教

 室コ8年間1628例の胃癌に於ける貧血発生率及びその程度,並びにd/,らの癌進,震度,腫瘍性状,:

 出血歴等との関係について詳細な統計的観察を行ったが,著者は教室に於ける癌の病態生理の研究

 の一環として胃癌71症例について更に精細なる血液学的検索を行い,上述統計的成績と比較検射

 すると共に,縛に,貧血の型について若干の分析を試み,また術后5週目,7～噛Oケ月経過時の2
 回にわたり術后消長をも追及した.

実

験

成 績

 工健康人正信値並びに掛値の判定規準

 20才より60才に至る(平均42.5才)健康成人男女各10例計20例につき検索し,その実

 測値より棄却限謄去により健康入正常値分布範囲を推算し,これを用いて各値の判定規準を次の如

 く定めた.尚測定法は常法に従ったが,特に血色素量測定には正確を期し,光電比色法によった.

 1)赤血球数,血L色素濃度は夫々400～500万,15.0～18.09/44を正常範囲とし,
 その少くとも一方がこれら範囲の下限に満たない場合を貧血と定義した.

 2)平均赤血球血色素(MCH)については2877未満を低色素性,28～367γを正色素

 性,5677以上を高色素性とし,また平均赤血球容積(MCV)については86μ3以下を小球跳掌

と

 きコユ

 86捜コ04μを死球性,104μ以上を大球性とし由これらをもって貧血の型を示した・

 ろ)網状球比率は動揺範囲大,旦その分布も対称的でなかったので,正常範囲を設定せず,概

 括的観察に,1ヒめた.

皿術前成績

 胃癌71例,対照胃・十二指腸潰瘍26例に就いて検索し次の成績を得た・

 赤血球数平均は胃癌群405士16万学対照群445士27万,血色素量平均は胃癌群」2.2±

 0.69/d4,対照群14,5土0、89/d4で,何れも胃癌群は対照群に比し明らかな低値を示し,上

 述の判定規準による貧血は胃癌群47例(66.2%),対照群9例(346%)に認められた.即
 ち胃癌に於ける貧血は同一臓器の良性疾患であり,しかも屡々出血を起す胃・十二指腸潰瘍と比較
 しても明らかに高率であることが証明された.

 筒この場合,胃癌貧血例は略々全例に於て血色素減少を伴うに対し,対照群の貧血例にては並t色

 素減少せず赤血球減少のみに.よって貧血と判定されたものが少からず認められ。両群の貧血にはそ

 の内容についても若干の差異が注目された・

 次に貧血の型については,対照群に於ける貧血は高度の幽門狭窄例を除き大多数正色素性正球性

 貧血であったのに対し,胃癌例に於ては,幽門狭窄の有無にかかわらず低色素性小球性貧血から高
 色素性大球性貧血に至る種々の型が認められ,胃癌に於ける貧血の発生機序が極めて多様なことを

 思わしめた.

 ヌ眉癌例に於ては網状球比率低価を示すもの多く,高度貧ユ丘tにも一般にRetiCUlocytosis

 一18一



 縛
致
伏
発
射
2

夷
1
0

蘇
兼

窟
砂

 丘
ヒ
叩
山
反

 乱
ソ
て

 生
直
朔
を

LS

 が認められなかった.

 次に胃癌に於1弓一る貧血Lを種々の観、点から検討しブご,

 1.適応となった手術汝式との関係

 胃切除を施行し碍ず姑息的手術に終った8例の赤血L珠数及び血色素量平均は胃切除施行65例の

 平均に比し明かに低値を示し,貧血者は胃切除群40例(65,5%)に対し,非切除群では7例

 (8Z5%)に.認められ,著しく高率であった.

 胃切除術式別比較では重貧血者は通常切除47例中28例(596%)なるに比し,噴門部切除
 6例及び胃全捌10例では夫々5例(85、5%),7例(7臼、ロ%)を算え,比較的高率であった

 が,貧血の型の分布については各群問に著差を認めなかった.'
 2.手術時所見との関係(第1表)

 り)腫瘍の部位:貧血者

 第1表の手術時所見と術前赤血球像との関係は噴門部群15例中11釧
 一・一忙(84、6%)で,幽門部群

 手術所見1例数

」

隠

 篭r『Fl  貧.血者数

 i蔭』r漏方士46、且。士_、(8 %)
 ・部ll

 !体部126・4」2士271ゑ7士工」13(5α0%)

 位i幽門細……晦叫署(π吻
 麟語調舞盤11士1綴翻
 爆・」度罎柳土一士醐 )
 磁区.翫.度i.}4マ上398土2・・L9±α833(7・・7蜂)
 一進i'i期・8『一  444±30獄6±1・oi7(38・覗)

∫

 副■期142  394±2211・7±α7i31伽8%)
 一覧凶」_雄』饗7・士63・ユ・士・菰2〔8・・8%)

 52例中2ろ例(71.9%)

 体部群26例中13例(50,0

 %)に比し高率であり車本群
 に於ては小球性貧血が他に比

 し高率に認められた.

 2)腹膜播種度:教室の

 規準により腹膜播種の程度を

 P・C・0～皿の4斐に分類すれ
 ば}赤血球数及び血色素量平

 均は何れもPC工Jf群にて

 低値を示し,貧血者もRCD

 I群57例中曽例(5マ.4

 %)に対しP.C,]工,皿群にて
 は54跡・1・128例(82.496)

 で朋かに高率であった.

 貧血例の型については,P.C.■,斑群には低色素性,小球性貧血比較的多く,P.GO,工群に高
 色…嚢性,大球性質コ血力懸青々多い成績力…平等られた、

 ろ)リンパ腺転移度:リンパ腺転移の程度を0～蛋の4群に分類すれは,赤血球数平均,血色

 素量平均は何れも0・丁度群20例中9例(45、0%)に対し■,互魔羅にては46例中55例
 (71.7%)に見られ明かに高率であった・

 盆血例の型については0争工度群にては貧血例全例が正又は大球性貧血であったのに対し,,■。,

 配度:群に・は小球性貧血が2Z5%を算え,両群聞に貧血の型の差を認めた・

 4)胃癌進展度:腹膜播種及びリγパ腺転移の程度,及び臓器転移の有無を綜合して胃癌の進

 展度を1～皿の5期に分類すると,工期例では赤血球数平均及ぴ血色素量平均が他に比し比較的大

 で曾貧血者率は最低値を示し,これに対し玉期,皿期伊1では貧血例が高率に・み・られ承こ。

 次に各群の貧血例につきその型を分類すると,MCHについては省都とも正乃至低色素性貧血が

 大部分叉は全例を占め,各詳聞に差はなかったが,MCVについては,1期群貧血者7例中2例

 一19一一・



 (28。6%),豆期群貧血51例中5例(哩6、1%),斑期群貧血9例中1例(可1.1%)に大球
 性貧血が認められた.

 5切除胃に.於ける腫瘍の性状との関係(第2表)

 1)麗瘍一の大いさ:赤血球数平均及び血色素量平均は大(400ガ以上),中(200彦～40α〆)
 両群間には差はなくト何れも小群(200∬β未満)に比し低値を示し.貧血者は小16例中6例

 (5Z5%)、中16例中11例(68.8%),大型例中25例(74.2%)と腫瘍人なる程
 高率であった.

 貧血者の型についてみれば,大群貧血者23例中21例(91,5%)は正乃至低色素性,旦正乃

 至小球性貧血であって,この型の貧血が他(小群75.e%,中帯62,5%)に比し高率であった・

 2)肉眼的形状:貧血者は比較的限局型(Bo.rrmann分類の工,■型)52例中54例
 (65.4%),浸 lll発育型(班,W型)U剖陣6例(54.5%)で、前者噺攣捧であった.
 又潰瘍型群(■・皿)にては赤血球数平均及び血色素量平均低く,貧血者率も亦非墳瘍型群(1,

 1V型)に比し明らかに高率であった1,

 賛血の型については浸潤型群は全例イ・乃至正球性貧血であったに対し,限局型群では大球性貧血し
 が7例(20.6%)に見られた。

 5)組織像=腺癌群は充実
 第2表切除胃に於ける腫瘍所見と術前赤血球像との関係群に比し赤血球数平均及び血色素

 量平均低く,貧血春率は高率であっ
 一}『ll

コ

 1!-一1一』一『1"'
 大1小1161446±271"±1・016(3匹5舜)
 い1中1・6i383±4・切土孟61・」(6a8%)
llll

 さi大i3エi40エ士2511・6士α9123〔㍑2%)
 "・一一"■1'一'一一皿…一'一一一"十一'一一一』卜一・■一'…㎜㎝一一㎜…'…『一 …『■r-r『一-…'告"}}}一…■

 肉1限局劉52i4・2士2・」且2±`λ8畷55・婦)
 眼iliI
 的屡叢礁1難燃鯉ヨ1鰻無警搬
 形麟蕩型15314・6±2・・且エ土α7・36(仰%)
 状1纐麹惚i些 エユ 且収畷)

懸盤細概翫誓詞 者数

罎   うすラドラドロドララドじう ラロラぴうじ ドロドラ ラ一一ロラララぴドラす ララドロ   

 1腺癌i26i387士27」』、9土1・2119(7&」%)
 きコモき

 1充実糾3絹499土24・a5餌8姶2(5%%)
 『__.__揺,_一__一_.一『帯一一_L__一一ユ.一_一________.『._.__一.『_一一i..一一.-一.__._.一日目._r__一..「一.

 櫛幼:その璽り分櫃蜘略凄同様であっ気、
 4.出」剣玉及び胃液酸度との関係
 1)出血歴:赤血球数平均,

 皿紅色素量平均は頻出頚L群に於て最
 も小さく,貧血者は非出血冠#翻身1
 中3例(50.o%),潜出血群
 47例中29例(61、7%),顕
 出前離18例中15例(85.5%)
 に認められ,顕出血群に於て1最も
 高率であった、しかし非出血群の
 貧血者率も対照群よりは明かに大
 であって,胃癌に於ける貧血の発
 生は必ずしも出田1のみ.によるもの
 ではないことが証明された,伺各
 騨に於ける貧血の型については若
 美は認められなかった.

 2)胃液酸度:虜酸群,無酸
 審問にその貧血率及び型の分布に大差轍認め難かった・
 以上の如く,腫瘍の病理像,臨床像のうち貧血と最も著明な開運を示したものは,主腫瘍の大い

 さ,及びリンパ腺転移や腹膜播種の程度から見た癌進展度の2所見であって,貧血は腫瘍の大なる
 程,また進展慶大なる程高率旦高度となることが判明した.しかしながらリンパ腺転移或は腹膜播

 種が胃周辺に限局している様な症例でも約半数に貧血が認められ,対照胃■十二指腸潰瘍に比すれ
 ば明かに高率であったことは注目すべきてあり.結局胃癌に於ける貧血は堀蛮的早期に発生し,腫
 瘍の増大及び蔓延に伴って漸次高度となるものと解された、

 碕腫瘍の大いさ或は進展度が異なれば貧血の型の分布も若干異る成績を得たが,これは腫瘍の増

 大,蔓延に伴って貧血の発生機序も変動することを示唆するものと考卑られる.

}釦『
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皿術后推移
 術后比較的短時日の間は手術侵襲及び輸血その他術后療法の影響が大であり,叉術后比較的長時

 日の経過にてはシ所謂無胃性貧慮の問題が交錯することを考え,著者は術后5週目(退院時)及び
 7～10ケ月経過時の2回にわたり,何れも胃.十二指腸激務手術例を対照として赤孟L球沓値の検
 索を行った.

 1.追窮時成績
 胃癌根治手術を施行せる56例の退院時赤血球数平均は460士16万,血色素量平均14コ土

 0、7憂/d」多で術前に比し著明をこ増加し,貧血例は19{列(55.9%)で著しく低率となると共に対
 照群25例の退院時貧血率(8例,ろ2.0%)と接近した。

 しかし一方根治手術不能で姑息的手術に終った胃癌8例に於ても赤磁t球数及び血色素量の著明増
 加が認められ・貧血例は5例に過ぎなかったことからみて,この時期に於ける赤血球像の好転は腫
 瘍の切除を意味する所見ではなく,輸血など術中,術后の処置の影響と考えられた.
 尚この時期に於ては,術前認められたような貧血の内容,型に.関する胃癌群,対照群間の差異が

 最早証明されなかった,
 2.術后7～10ケ月経過時成績
 術后'7～10ケ月経過時に検査施行せるものは、,対照胃.十二指腸潰瘍57例,胃癌76例であ

 'るが,胃癌例では理学的所見上酬らかに再発を認めた10例(胃癌再発群)と然らざる66例(胃
 輝F再発群)に大別して検討した・
 先づ対照群に於ける赤血球数平均,頚t色素量平均は夫々445土19万,15.8士α59/dβ

 で引サ有廿と大差なく,'貧血春草よ57{列ヰ!コ〔〕{列(2ZO%)で弥f前より稍々{比率となった.腎癌ヲド手写
 発群では赤血球数平均420±鱒万,血L色素量平均15.4土日,豚ノ冠4で何れも術前よ匂著明に増加
 し,貧血i者は66例中35例(5乙.0%)で術前に比しては著しく低率となった.地方明らかに再発を
 証明し傳た側に庶ぱ赤血球数平均588±46万で術前貿癌群に比し著しく低値を示し,血色素量平
 均は12.5土t2眠レ翼4で術前と大差な憲滑貧血者摩.iq例中ア例曜術前胃癌,群より高率であった.
 以上の如く,胃癌根治手術后7～{0ケ月を経過し再発を認めざる症例の赤血球像は術前値に比

 較し著しい好転を示したが,これを胃・十二指腸潰蕩手術后同時日を経過した対照群と比較すれぱ
 尚落差があ鉱赤血球数,血色素猛平均は低く,貧血着率も明かに大であった.
 またMCV平均は各群とも術前に比し著明に上昇して何れも健康人正常値より大となり,またM

 CH平均は術前より稍々上列・して健康人正常値と略々同様となった.即ち各群を通じて大球性傾向
 が認められたが,これを貧血者のみについてみても,対照群貧血10例中5例(30.0%),胃癌
 非再発群貧血55例中19例(54.5%),胃癌再発群ア例中2例は大球性であった.このように.
 胃切除后7～10ケ月経過時には原療法の如何を問わず大球性傾向が証朋されたが,特に胃癌によ
 る胃全捌4例は1例を除き高色素性天球性貧血を示じたことが注目された、
 爾胃癌25例,胃.身十二指腸潰瘍9例については術前及び術后7～1Gグ月経過時を通じ検査す

 るを得たが,これらの症例については,上述と略々同様の所見の他,手術時の癌進展度と術后7～
 10ヶ・月経過時の赤血球像との間に或程度の相関々係が証明された・即ち手術時の癌進購硫で
 あった症例は然らざる症例に比し,術后7～10ケ月経過時に於ても赤旗球像不良で,貧1丘Lは比較
 的高率であった.
 以上胃癌根治手術后の赤血球像の推移については,術后5週時には末だ各種処置の影響大で薩接

 腫瘍の切除に.基くと解される変動は証i明され准かつたが,術后7～可0ケ月経過時に.は朔らかに腫
 瘍の瓠除による赤血球像の好転が証明され命貧血率は術前に比し著しく低率となるをみた.

 しかし根治手術后7～10ケ月を経過し,再発の徴なき胃癌症例の赤血球像も,これを胃'十コ,
 指腸潰瘍による胃切除居回時日を経過した対照例と比較すれば街明かに不良で,貧血率も高率であ
 った点が注目された.これは,この時期に於ける胃癌例の赤血球像が両手術時癌進展度と関係した
 纂とと共に,胃癌根治手術による赤血球像の好転の限界を示すものであって,胃癌根治手術の遠隔
 成績に一定の限界がある事実と対応する興味ある所見と考えられた.

 尚対照群及び胃癌群を通じ,また再発の有無を問わず・術后7～10ケ月経過時には赤血球の大
 隊性傾向が証明され,特に胃金釧例に著明であることが判明したが,これは胃切除后の一般的徴候
 と解される.

 一21一



審査結果要

旨

 貧血Lは悪性腫瘍に伴う全身的な変動のうち代表的なもののてつであるが,1臨の病理豫との関係
 や腫瘍切除后の推移については不明な点が少くない.著麿は著者の嘱する教室で手術された胃癌患
 者についてヂ術前術后にわたり精細な血液学的検査を行いトこれらの問題を追及した.

 胃癌の臨床病理像と赤血球像との関係を検討するに先立ち,著者は先づ胃癌71例の術前赤血球
 像を胃、十二撫腸漬蕩26例の赤血球像と比較したが,その成績は,胃癌群にては潰瘍群に比し赤
 血球数,血色素量共に著聞邸直を示し,貧血例は朋かに高率であること,潰瘍群の貧血は大多数が
 正色素性正球性で酪々均一であるのに対し,胃癌群では飾の型が極めて多様であること,この2
 点に要約される・これは畢胃癌に於ける貧血が冒、十二指腸潰瘍の貧血に比し,その頻度,程度に
 於て異るのみ・ならず質的砕も差異あることを示すのであり,胃癌貧血の塘異性を同一臓器の良性疾
 患と対比して朋かにした点意義ある知見と考えられる・

 さて,胃癌の種々な臨床病理像のうち,宿主の赤血球1象と最も密接な関連を示したものは主腫瘍
 の大さ,及び転移や播種の種変からみた癌進展度であり,貧血は腫瘍が大きい程,また癌進展が広
 範な程高度であるヒと力棚かにされた、しかしながら極めて小さな腫瘍,或は末だ胃に限局してい
 る腫瘍に於ても対照潰瘍群と比較すれば貧血率朋かに高率であったことから,結局著者は,胃癌に
 於ける貧血1は癌発育の比較的早期に発現し,癌の形態学的な増大,蔓延過程と平行して漸次著明に
 なるものとの結論に.達し≠こ,

 次に胃癌根治手術后の赤血球像の推移は、胃・十二指腸潰瘍による胃切除症例と対比しつX追及
 されたが,先づ術后5週間では両群を通じ赤血球像の好転著明で,輸血その他の術居処遣の影響に

 よるものと解され,腫瘍切除の直接の効果は検出され得なかった・然るに根治手術后7～10ケ月
 経過時の検査によれば,再発の徴なき胃癌66例の赤丑隻球像は術前に比し著しく良好であり、一方
 再発が証明された曽癌マ0例の赤面正球像は術前に比しむしろ増悪を示すことが判明し,胃癌に於け
 る知慮癌1長治手術シてより或程度回復せしめ得えるものであることが,この時期に於て確実に証明
 された.

 しかしながら著者は,胃癌根治手術后7～10ケ月を経過し再発なき症例の赤血球像も,これを
 胃切除后略々同時日を緬置した胃.十二指腸潰瘍57例と比較すれぱ尚明瞭な差異を呈し,貧血は

 対照潰瘍群よりも依然高率で診ることを指摘し,これを,宿主病態の改善と言う観点からみた場合
 の癌根治手術の限界を示すものとしている、現在胃癌根治手術の遠隔成績には限界があり,術后早

 晩再発死の運命をたどる症例が多いことは衆知の所であるが,上述成績はこれに関連し甚だ興味深
 い.

 以上本論文は赤面L球像を指標とし,胃癌の臨床病理像と宿主の病態生理学的変動との関係を術前

 徳后にわたり解明したものと言うべく,問題の領域に於て貢献する所大なるものと考えられる・
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